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公 立小 中学校にお け るブ ラジル 人 と 日本人 の 関係

1、は じめに

集住地問の 比較分析を通 して

　 1990年の 入管法改正以来、日本に暮 らすブラジ

ル 人は増加 の
一途 をた どり、そ の 数 は 30 万人 を超

えて い る 。 それに伴い 、重工 業都市を中心 に、ブ

ラジル 人の集住地域が各地に つ くられ てい る 。 た

だ し、こ れ らの集住地域で は、ブ ラジル 人 とホ ス

ト住民の 「セ グリゲー ト化」 が進展 して お り、生

活 世界で の 共 生 の 実現 が課題 とな っ て い る （小

内 ・酒井編 ， 2001）。そ の よ うななか、ブ ラジル 人

と 日本人の 生活世界における数少 ない 結節点が 、

公立小申学校で ある。こ こ で は、ブ ラジル 人 ・
日

本人双方 の 子 どもた ちが生活を共 に し て お り、将

来に お ける共生 の担い 手育成の 場 となっ て い る。

ま た 、 子 どもの 交流 を通 じた親同± の 交流の 進展

も期待で きる 。 つ ま り、公 SLtl・中学校は、ブ ラジ

ル 人 と 日本人 の 共生 の 実現に とっ て、大きな可能

性を持 つ （小内，
2003）。 し か し、こ の よ うな観点

か ら、公 立小 中学校 の ブ ラジル 人 の 子 どもと 日本

人の 子 ども の両者の 関係 を扱 っ た研究は少な い 。

　 清水 （20（紛 は 、公 立学校 にお けるニ ュ
ーカ マ

ー
の 子 どもと日本人 の 子 ども の 関係を検討し、ニ

ュ
ー

カマ
ー

の 子 どもの 多くが 、言語の 問題や身体

的特徴に基づ き 「い じめ 」 を経験 して い る と指摘

して い る。 こ の 「い じめ」 は 、 学校で の 「居場所

探 り」 を行 う限 り継続し、学校か らドロ ッ プア ウ

トするこ とで しか終了 させ る こ とが できない 。 た

だ し、同じ よ うに 「居場所探 し」 をし て い る N本

人 の 子 どもとで あれば 「い じめ1 で はな い 関係 を

持つ こ とが で きる。 だが 、 かれ らは 「周辺 」 に し

か 「居場所」を得 る こ とがで きない と述べ て い る。

　 それ で も 、 公 立学校に通 い 続け るブラジル 人 の

子 ど もは 少な くな い。そ の ア ス ピ レ
ーシ ョ ン を支

える要因を検討 した の が 、 竹ノ 下 （2005）で ある 。

竹 ノ下は 、 学習の積極的なサ ポー ト体制 と、同年

齢 に こ だわらない適切な学習 レベ ル の 学年 へ の 編

入 が、公 立学校で の ア ス ピ レ
ー

シ ョ ン を維持す る

こ とを明らか に した。

　
一
方、児島 （2006）に よ れ ば、ブ ラジ ル 人 の 子

どもの 学習意欲が、公立学校にお けるポル トガル

語 やブラジル 文化 の 「無効j 化 によ っ て減退 させ

られて い る。また、この ことが公 立学校文化 へ の

抵抗の 源泉 ともなっ て い る 。 そ の 反面、別 の 調査

か らは、公立 学校文化 へ の 適応度が高い ブラジル

人 の 子 ども は 、 H 本人 の 友人数 も多くな っ て い る

　　　　　　 ○新藤　 慶 （新見公 立短期大学）

　　　　　　 ○菅原 健太 （北海道大学大学院）

こ とも報告され て い る （新藤，2008）。

　こ れ らをま とめる と、ブラジル 人 の 子 どもが公

立学校や 日本人 の 子 どもと関わる際に は、人的要

因 （「い じめ 」 「学習サ ポー トD と文化的要因 （「公

立学校にお ける母語の軽視」「公立学校文化 へ の適

応度」）が深 く結び つ い て い る と捉 える こ とがで き

る。ただし、これ らの 知見は、ある特定の 事例に

基づ く こ とが多い
。 そ の た め 、 全国の ブラジル 人

集住地域で同様 の 知見が得 られ るか に っ い て は、

十分 に確認 されて い ない
。 そ こで 、 結果 の 地域間

比較 を通 じて 、さらに知見を豊富化する こ とが欠

か せない 。

　 そ こ で本報告の 前半で は、これ らの 人 的要因、

文化 的要因が 、
い か なる形でブラ ジル 人 の 子 ど

も ・
日本人の 子 どもの双方の交流実態や交流希望

を規定 して い るか を明 らかにす る。そ の際、ほぼ

同様の設計で 行われ た 3 つ の調査結果を比較する

こ とで 、地域 の 違 い に も注 目 して 分析を進め る。

これを通 じて 、 公 立小 中学校にお い て ブラジル 人

の 子 どもと日本人の 子 どもの 交流が、い か なる構

造を持 っ て い るか を解明 して い く。

　 後半の報告で は 、もう
一

つ の場面 で ある、日本

入保護者につ い て 見て い く。 それは 、 子 ども とい

う存在 を媒介と し た 、 もう
一

つ の 聞接的な交流の

すがたで ある。保護者に とっ て、外国人 幌 童）

とは どの よ うな存在とな っ て い る の か、そ こ には

どの よ うな地域聞の 相違が現れ て い るの か とい う

点につ い て解明 して い く。 こ の こ とを通 して 、子

ども同士 の 交流が、保護者の 共生 との 間に持り 関

係を明 らかに して い きたい
。

2一調査の概要

　本報告で 使用す る調査 は、以下の とお りで ある。

2，1．ブラジル人児童 ・生徒調査

　（1）群馬県大泉町 で 1998年 9〜1G 月にか けて 、

公 立小 中学校の 小 5 ・中 2 の ブ ラジル 人児童 ・生

徒 59 人を対 象に行 っ た調査で ある 。 有効回収 は

41 票 （有効回収率 69．5°

／。）で ある 。

　（2）愛知県豊橋市で 2006年 9〜10 月にか け て 、

公 立小 中学校の 小 5〜中 2 の 外国人児童・生徒 175

人を対象に行 っ た調査 で ある。有効回収は 103票
（有効回収率 58．9％）で 、3 人 の ペ ル

ー
人 の デー

タ が含まれて い る。

　（3）静岡 県浜 松市で 2GO7 年 9〜10 月にか けて 、
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公立小 中学校の 小 5〜中 2 の 外国人児童 ・生徒 180

人 を対象に行っ た調査で あ る 。 有効回収は 123 票

（有効 回収率は 683％）で、ペ ル ー
、 中国、 フ ィ

リ ピ ン な どブラジル 以外 と確認で きるデータが

16人分含まれて い る。

2．2，日本人保護者調1
　（1）群馬県大泉町 で 1998年 9〜10 月 にかけ て 、

公 立小 中学校の 小 5 ・中 2 の 5瞳 ・生徒をもつ 保

護者 884組 を対象に行 っ た調査である。有効 回収

は 532票 （有効回収率 602％ ）で ある。

　（2）愛知県豊橋市で 2006 年 9〜 10月 にか け て 、

公 立 小中学校の 小 5〜中 2 の 児童 ・生徒をもっ 保

護 者 2292人を対象 に行 っ た調査で ある 。 有効回収

は 1776票 （有効 回収率 775％）で あ る。

　（3）静 岡県浜松 市で 2007 年 9〜10 月にかけて 、

公 立 小 中学校の 小 5〜中 2 の 児童 ・生徒をもつ 保

護者 1523人を対象に行 っ た調査で ある。 有効回収

は 1381票 （有効回収率は 90．70／e ）で ある。

3．ブラジル 人 の子 どもか ら見た 交流実態 ・希望

3．1．交流実態と交流希望

　ブラジル 人 と日本人 の 交流を 、 言語 、 文化、ル

ール などをそれぞれ教えた り、教わ っ た りするか

を尋ねる こ とで把握 した。

　現在の 交流実態では 、「（教わ る ・教え る の ）両

方」42．80／o 、
「教わ るの み J　24．oo／a、味 経験」212e／e 、

「教え る の み」 12．〔P／。とな っ た 。 また 、 今後の 交

流希望は、「両方」 31．8％、「希望不明G244 ％、「教

わる の み 」 25．10／。、r教 えるの み」 13，1％ 、
　 fつ きあ

い た くな い 」 5．7°
／。で あ っ た。実態 と して は 8 割弱

が何 らか の交流 を行 っ てお り、7 割程度が今後何

らか の交流を希望 して い る こ とがわか る 。

3、2、　 「い じめ」 との関係

　公劃 ・申学校に通 うブラジル 人 の 子 どもの多く

は 「い じ め G を受け て お り、それが 日本人 の 子 ど

もとの 交流を妨げて い ることが予想 される 。 そ こ

で 、
「い じめ」 と交流 との 関係 を検討する。

　　「い じめ 」 経験 につ い ては、調査上の 配慮か ら

直接質問す る こ とがで きなか っ た 。 そ こ で 、
「学校

で の 隅み 」 と して 「日本入 の こ と 」 を挙げて い た

者 と 、
「学校で の

一
番の 悩み 」 （自由圃答） として

　「い じめ 」 「差別 jf けんか」 などを挙げて い た者

をあわせ て 「い じめ」経験者と捉 える。

　 全体で み る と、「い じめ亅経験者は 7％ 程度に と

どま っ た。ただ し、地域ご とにみる と大泉で 約 17％

とやや多くなる
一

方、豊橋 ・浜 松で は 5％前後 で

あ る （p（．05）。
fい じ め 」経験 と交 流実態に は、関

連 が見 られなか っ た。だが 、今後の 交流希望 では 、

　 Fい じめ」 経験 者は 「つ きあ い た くな い 」 や 「教

わ る の み 」 とい う受動 的交流が多 くな っ て い た

（pく05）。地域ご とにみ る と、大泉で の み こ の 傾

向 が確認で きた （pく 05）。 以上 か ら 、 大泉で は 「い

じめ ］経験者が交流希望を持ちに くい 状況が確認

された。 しか し、他 の 地域では 、 そ もそ も確認で

きた 「い じめ」 経験者が少なく、交流実態 ・交流

希望 との 問には関連が見られなか っ た 。

3．　3．学習サポー トとの 関係

　意欲的に学習でき る環竟が あれ ば、日本人の 子

ども との 交流 も積極的にな る と考え られ る。そこ

で 、「学校の 楽 しみ 」 として 「好きな授業を聞くこ

と」 を挙げて い る者 を意欲的な学習が で きるサポ

ー
トを受 けて い る と捉え、分析 して い く 。

　 下好きな授業｝が ある者は、全 体で 474％ と半

分弱に なっ て い る。地域差は見られ ない
。 交流実

態との 関連で は、「好きな授業」がある ほ ど 「両方」

が多 く、交流が活発に なっ て い る （pく 01）。 また、

交流希望 も、
「好きな授業」が あるほ ど強まっ て い

る （pく05）。こ こ か ら、「好きな授業」 があ り、意

欲的に学習に取 り組める環境にあ る者 ほ ど、交流

が活発 にな っ て い る こ とがわか る。

3．・4．公立学校における母語の軽視 との関係

　 公 立学校におい て ポル トガル 語が軽視 されて い

る と感 じて い る者ほ ど、交流には消極的になる こ

とが予想 され る。そ こ で 、fH 本の 学校で も、ブラ

ジル 人 の 子 ど もがポ ル トガル 語 を使 うの は当然」

とい う意見を肯定する者 をポル トガル 語が軽視さ

れて い ると感 じて い るもの と捉 えて分析を進める。

　　「ポ ル トガ ル 使用 は当勲 を肯定する者は、全

体で 52．50／。 とほ ぼ半数で あ る。ただ し、大泉で は

そ の 割合が 8割弱 と 、 他の 地域に比 べ て多くな っ

て い る （pく Ol）。 だが、交流実態 との 関係をみ る

と、有意差は見 られなか っ た。また交流希望に っ

い て も、差は生 じて い なか っ た 。
っ 家 り、公 立学

校で の ポ ル トガ ル 語の位置づ けに 問題 を感 じ る こ

とと、 日本人 の 交流 との 間には関連が 見られ なか

っ た 。

3．5．公立学校文化へ の適応度との 関係

　
一方、公 立学校文化に適応 して い れ ば、それだ

け 日本人 との 交流に積極的に なる と予想される 。

そ こ で 、こ こで は委員会や部活 な どで の 役員経験

を持つ 者を公 立学校文化へ の適応度が高い 者と捉

える 。 役員経験を持 つ こ とは 、 役貫を任せ られ る

くらい に学校文化に適応 して い る と受け止 め られ

て い る証拠だ と考 え る か らで ある。

　 全体 の 状況で は 、役貫経験を持 つ 者は約 3 割で

あ る。た だ し
、 地 域ご との 差が存在 し

、 大泉 （4．9％ ）

〈 豊橋 （21．e°／。） ＜ 浜 松 （47．2°／。） となっ て い る

　 （p〈．OOI）。 交流実態をみ ると 、 役員経験者の 方が

活発 とな っ て い る （pく 05）。 た だ し 、 地域差は生

じて お らず、いずれも同様 に役員経験者は積極的
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に交流 して い る。一方、交流希望で は 、 役員経験

との 関連は見られ な い 。 役員経験者が約半数で あ

る浜 松では、む しろ役員経験者 の交流希 望が低 く

なっ て い る （pく，05）。 これ は 、 すで に交流が十分

で あるた め 、こ れ以上 の交流は 望 ん で い ない こ と

を示 して い る と考え られる 。

3．　6．小括

　以上、ブラジル 人 の 子 どもの 側か ら、交流実態

と交流希望 を検討 してきた。そ の結果、以下の 諸

点が明 らかにな っ た 。 第 1に 、
1い じめ」や 「学習

サポー ト」 などの 人的要因は、交流に大きな関わ

りを持 っ て い た。1い じめ」経験は交流を妨げ、「学

習サポー ト」 は交流を促 して い た。

　
一方第 2 に、学校文化に関わる要因は、必ず し

も交流に影響を与えて い なか っ た 。 公 立学校文化
へ の 適応度の高 さは、交流実態を活発にす る こ と

に とどま っ た 。 また、ポル トガ ル 語の 軽視へ の 問

題意識は、交流 とは関連を持たなか っ た。こ の こ

とは、公立学校文 化 へ の 抵抗は 、 日本人 の 子 ども

との 交流 と矛盾 しない こ とを意味 して い る。

　 ただ し第 3 に、地 域差が無視で きない 部分もあ

っ た。「い じめ 」 は大泉で多 く、ポ ル トガル 語の軽

視へ の 問題意識は大泉で高 く、、役員経験は大泉で

低 くな っ て い た 。 こ の こ とは、大泉 とい う地域特

性 よ り、調査時期の問題 と捉える方が適切 だと考

え られ る 。
つ ま り 、 1998年 の 段階と 、 2eo6〜2007

年の 段階の違い だ と理解で きる。こ の 8〜9年の 間

に、公立小 中学校はブ ラジル 人 の 子 どもにとっ て

少 しず つ 過 ごしやすくな り、同時に ブラジル 人 の

子 どもも学校 へ の適応を強めて い る。こ の ことは、

交流を妨げる要因が弱 くな り、 交流を促す要因が

強ま っ て い るこ とをも示 して い る。こ の こ とか ら、

公 立小中学校を基盤としたブ ラジ ル 人 と日本人 の

共生が、これ ま で以上に大きな期待を集める こ と

になるだろ う。

4．日本人の保護者から見た交流実態 ・希望

　ブ ラジル 人 と 日本人 の 交流を、こ こ では小申学

生 を子 どもにもつ 保護者の意識か ら見て い く 。 交

流実態に関して は、少なくない 研究が各地域にお

ける外国人 との 交流に つ い て描い て きてい る とは

い え、「1．は じめに 」 にあ るよ うに、それ が地 域

に よっ て 異なる もの なの か 、それ とも全て の 地域

に お い て あて は まるもの で ある の か、に つ い て は

あま り考慮され て い な い
。

　また 、 交流希望 に関して は 、 保護者本入に とっ

て の 外国人 との 交流希望 で はな く 、 彼 らの 子 ども

が外 国人児童 ・生徒 とどの よ うに交流 して 欲 しい

か、もし くは、交流 して欲 し くな い か、とい う設

問に なっ て い る 。
つ ま り、目本人

・外国人児童間

で の 教育とい う揚面に おけ る関係で は なく、それ

を外か ら見 るまな ざしが どの よ うなも の となっ て

い る の か、に っ い て の 分析 ・考察 となる。

　保護者は 、 げ ラジル 人 と日本人 の生活世界にお

ける数少な い 結節点 」 で あ る 公 立小 中学校に 自ら

の 子 どもを送 り出す 。 子 どもが
、 保護者の もつ 外

国人（児童）に対する意識 をそ の まま受け継 ぐ とい

うこ とは考えられ ない にせ よ、保護者の まなざし

は 、子 どもの それ に対 し、少 なくない 影響を与え

る の で はな い か と考えられ る。

　 また、1結節点」 に 自らの 子 どもを送 り出す とい

う、外国人（児童）との 間接的な関係が、それが間

接的で あ るが ゆえに、しか もそれ が学校（教育）と

い う場面 であるがゆえに、自らの 交流以上 に保護

者 は神経質にならざるをえない の で はない だ ろ う

か。

　そ の よ うに考えるな らば、子 ども同士 の 関係 を

見るに あたっ て は、同時に傑護者による外国入（児

童）に対 す る意識 を見 る こ とが必 要で ある と言え

るの で はない だろ うか。

4．1．交流実態 と交流希望

　 交流実態につ い て は、学校、町内会、職場な ど

にお ける外国人 との 交流の 有無 につ い て聞い てお

り、結果 「職場で の接触 1 「家に招 く」 で 浜松 ・大

泉が相対的に高 く、豊橋が相対的に低い結果 とな

っ て い た 。 地 域間の 比較 とい う点 で は 、 豊橋にお

ける交流経験の相対的な低 さが見て 取れる。

　 次に交流希望に つ い て 見 て い く。こ れ は、先に

も述 べ たよ うに 間接的な交流希望 で あ る 。 こ ち ら

に つ い て も 、 地域問の相違が現れた 。 具体的には、

浜松は外国人児童 に寛容的な意識 も拒否的な意識

もともに高 く、豊橋は寛容的な意識が低く、大泉

は拒否的な意識が低 い 結果 となっ た 。

　 しか し、それ らの結果を見る と、交流経験で は

同程度 の 二 地域 浜松 と大泉）が、交流希 望で は差

が現れ て い る。
つ ま り、

一
般的に考え られ るよ う

な、「交流経験」 と 咬 流希望」、特に好意的な意

識 とが比例、も しくは逆に反比例 して い る 、 とい

う関係は 、それ ほ どは っ き りは し て い ない 結果 と

なっ て い る。

　 こ こ か ら、 交流希望 の 中で も特に 、 外国人（児童）

に対する肯定的な意識で ある、「寛容｝生」また は否

定的な意識で ある 「拒否性 」 が どの よ うな意識 と

なっ て お り、それ は地域に よっ て何 らか の 相違が

見 られ るの か 、 とい う点にっ い て 見て い く。

4．・2．　 「寛容性」
・「拒否性」 の分析

　 交流希望につ い て の 設 問を使用 し、因子分析に

か けた。結果、「寛容 閨 を表すよ うな特徴をもっ

た因子（寛容因子）と、拒否 的な特徴を も っ た 因子

（拒否因子）が抽出 された。それが三 地域にお い て
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それ ぞれ どの よ うな特徴を持 っ て い るの かにつ い

て見て い く。

結果、やは り寛容性 ・拒否性の程度につ い て は

地域差が見 られた。すなわ ち、寛容性 の 高さで は

大泉 ・浜松 〉豊橋 とな り、拒否性の高い 順で は 浜

松 〉豊橋〉大泉 となっ てい た 。 また 、 それ ら意識

が他の どの よ うな意識に よっ て 支え られて い るの

かにつ い て見て い くと、部分的には異なる特徴が

現れた 。 加 えて 、子 どもに期待す る最終学歴 が高

い ほ ど、外 国人（児童）に対す る寛容1生が高 くな る

傾向にあるこ とがわか っ た 。

　 同時に 、自らの 子 ども との 接触頻度 ・内容にっ

い て も見て みる と、大泉以外はそれほ ど有意な影

響力 となっ て い ない こ とが分か る 。
つ ま り、 外 国

人児童 ・生徒に向けられ るまなざしは、完全に子

どもを媒介 としたまなざしで はな く、部分的には

自らの 子 どもと無関係 な、そ の 意味 で 保護者の

「私」 と し て の 意識になっ て い る こ とが示唆 され

る 。

4，3．小括

　 保護者にお ける 「寛容性」 を見 てい っ た結果、

そこ で覬 れた根違が調査時期を要因として 現れた

もの で ある と考えるな らば、1998 年か ら 2006、

2007 年の 間に は確かに、外国人（児童）に対するま

なざしは軟 化して い る部分もあるとは言 え、 逆に 、

さほ どの 変化 を見せ て い な い 、もしくはそ の まな

ざしを硬化 させて い る地域も存在 して い る こ とが

分か る。

　 こ の 結果は、日本人（児童）と外国人く児童）との関

係 とい う点か ら純粋に見た場合 と、「教育ユ とい う

場面にお ける 日本人 と外国入（児童）との 関係 とい

う点か ら見た場合 とにおい て 、何 らか の相違が存

在 して い る こ とが分か る。

　 簡単に言 えば、それは純粋な 「私亅 として の 意

識 と、「保護者」 として の 意識との 問 にお ける相違

が、教育とい う場面にお い て は浮かび上が っ て こ

ざるをえない 、とい うこ とになるだ ろう。

　 また、調査時期 の 相違 とい う点か ら見れ ば、大

泉にお い て見 られた、外国人（児童）に対す る寛容

性に対 して、自らの 子 ども との 接触頻度 ・内容が

与 える影響力 とい うも の が、そ の 後、豊橋 ・浜松

で はは っ き りと見出され るもの で はな くな っ て い

る こ とを考える と、これま で は 自らの 子 どもを媒

介 と し た 、外国人児童 に対する意識で あ っ た もの

が、子 ど もを媒介 しない 、そ の 意味で保護者 と し

てで はな い 「私」 として の 外 国入 へ の 意識 へ と変

化 して い る の で はない か、とい うこ とが考え られ

　る 。

　 外 国入児童 とい う存在に対する 日本人保護者の

まな ざ しは、それ が外国入児童 ではな く、外国人

全体に対す るも の で あるとい う意味で は、変化 し

て い る と言えるだろ う。 子 どもに よ り高い最終学

歴 を望む場合におい て は、外 国人児童の 存在は、

例えば 「国際的な視野が広が る」 とい っ たかたち

で 、子 どもの教育（と言 うよ りは む し ろ経験とい う

「キ ャ リア」）に対する肯定的な意味を見出して い

る こ とを考えれば、それは軟化 とい う変化にも見

えて くる 。

5．まとめ

　以上 、ブ ラジル 人の 子 どもと日本人 の 保護者に

注 目しなが ら、公 立小 中学校にお けるブラジル 人

と 日本人の 関係 を探 っ た。その結果明らかにな っ

た こ とは 、 以下 の 諸点で ある 。

　第 1に、ブラジル 人 の 子 どもに つ い て は、人的

環境 の あり方が交流の 実態や希望に影響を与 えて

い た。そ の
一方、公 立学校文化 へ の 態度は、交流

とあま り関係 を持 っ て い なか っ た。もちろん、公

立学校文化 の もっ 「一斉共同体主義」（恒吉 ， 1996）
や 「奪文化化」 （太田 ， 2000）の 問題は看過 しえな

い
。 しか し、ブラジル 人 の 子 どもは、この 問題に

こ だ わりつ っ も、そこ で 日本入 との 交流を閉 じる

の で はなく、同時に積極的な学習サポー
トなどの

適切な人的関係が で きれば 、 交流を活発に させ て

い た。し か も、近年の 公 立学校で はブ ラジル 人 と

日本入 との 交流を促す要因が強ま っ て い る様子が

見て 取れた。

　 しか し第 2 に、公 立学校内で の 交流は、日本人

の 保護者の 意識 とは必ず しも符合 して い なか っ た 。

む しろ、地域間比較か ら浮かび 上が っ てきた の は、

保護者自身、つ ま り
．

「私 の 交流実態 との 関係で

ある。豊橋の結果に見られるように、子 ども同士

の 交流 の 活発化が保護者の 寛容性 の 高ま りをもた

らさない 地域も見 られた 。

一
方、ブ ラジ ル 人と「私 1

との交流が盛んで あれ ば、ブ ラジル 入 の 子 どもへ

の 寛容性が高ま っ て い る様子が確認 され た。

　 以上 の こ とか ら、公 立小 申学校が共生に とっ て

持つ 意味 の うち、「将来にお ける共生 の 担い 手 育

成1 は進ん で い るもの の
、

「子 どもの 交流を通 じた

親同士 の 交流の進展」 は十分に実現で きて い ない

と捉 えられ る。しか し、こ の こ とは公立学校が保

護者 同士 の 交流にま っ た く意味をな さない とい う

こ とを示 して い るわ けではない
。 最近 では、PTA

の 役員を引き受 け るブラ ジ ル 人保護者の 存在も各

地 で 聞か れ る よ うに な っ て きた 。 こ の よ うな公 立

学校を介 し た保護者の 、「私」同士 の 直接的な交流

の 機 会の 提 供が、今後大きな意味を持 っ て くる と

の で はない だろ うか。
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